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避難訓練における学習会　　にかほ市象潟町川袋自治会センター

            理事長　　佐 々 木  卓  郎

   会員の皆様におかれましては、ご健勝のこととお慶び申し上げます。
   今年度も、会員の皆様のご協力により、土砂防止月間中の避難訓練、危険箇所点検、

　 土砂災害防止に関する広報並びに急傾斜地崩壊防止施設点検など土砂災害防止に対
し、多くの成果が得られましたことに感謝申し上げます。
　さて、平成２８年度秋田県では、幸いにも人命に関わるような大きな水害や土砂災害も
なく、穏やかな年でした。しかし、全国的には平成２８年４月１６日に発生した熊本地震に
より熊本県南阿蘇村で大規模な土石流や地すべりが発生しております。また、８月１０日
には台風１０号が観測史上初めて東北地方の太平洋沿岸からの上陸となり、岩手県、北
海道に甚大な被害を及ぼしております。土砂災害の恐ろしさを実感するとともに、災害が
発生するまでの時間が短くなってきているようにも感じます。昨今の気象状況は、一昔前
に比べて台風の巨大化、時間雨量の増加を感じます。地球温暖化による気象の変化と思
われますが、更に温暖化が進めば自然外力が益々増大し、現堤防の断面不足や弱体化、
表面崩壊が深層崩壊へと災害も巨大化していくことが心配されます。今後、自然災害の巨
大化が進めば、我々の広報活動や施設点検の重要性が増してくるのものと思われます。
 　文部科学省は、防災教育のねらいの一つに自然災害の発生メカニズムを始めとして地
域の自然環境、災害や防災についての基礎的、基本的事項を理解できるようにするとして
おります。引き続き行政機関と連携し子供達の防災教育に取り組んでいく必要があると思
っております。また、防災教育は学校に限ったことではありません。一般の方々にも自然災
害の恐ろしさを知っていただき、自分がどこにいても災害の危険を認識し、自分の安全を
確保するための行動ができるよう、広報活動を続けて参りたいと思っております。
 　今まで、会員の皆様のご支援、ご協力並びにご努力のお蔭で活動を続けられておりま
す。深く感謝を申し上げますとともに、今後も当協会にご支援、ご協力を賜りますようお願
い致します。最後に、会員皆様のご健勝を祈念いたしましてご挨拶とさせていただきます。
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Ⅰ  　平成２８年度の協会の状況

　　　○会  員　　　　 ７６名（平成２９年２月末、内斜面判定士７３名）
　　　○役　員　　　　 理事長　　佐々木卓郎    副理事長　　佐藤彰一  　藤田博美
 　　　　・理　事　　　 小田  　修　　安井　 忠　　塚田　 寛　　岩間正訪　　秋元良三　　高橋定信
　　　　　　　　　　　　　谷藤眞吾　　宇佐美義光　　佐々木達　　石田俊一　　阿部喜巳　　皆川   誠
 　　　　 　　　　　　　　猿田明善　　佐々木常広　　中山藤一

　　　 　・監　事　  　  那須恵光　　萩野敏明

　　　○協会の目的　　この法人は秋田県民に対して、土砂災害から生命・財産を守るため、土砂災害防止

　　　　　　　に係わる活動を行い、県民の安全と福祉の増進並びに環境の保全に寄与することを目的とする。

　　　○主な事業
　　　　・総   会　　 ５月１８日　　　　　
　　　　・理事会　　年４回
　　　　・防災知識の啓発普及に関する活動　（８地域振興局）
　　　　・土砂災害危険個所合同点検　（北秋田地域振興局、仙北地域振興局）

　　　　・業務委託（急傾斜地崩壊防止施設点検　鹿角地域振興局、雄勝地域振興局）
　　　　・土砂災害関連技術講習会     
　　　　・防災知識の啓発活動　（秋田市下北手　遊学舎）
　       ・雪崩危険個所合同点検　（北秋田地域振興局、平鹿地域振興局）
　　　　・砂防ボランティア全国連絡協議会との連携

Ⅱ　　平成２８年度の活動状況

　　１．総　会

　H２８年５月１８日、ふきみ会館において、出席者３０名、委任状４１名計７１名で
開催され、H２７事業報告、H２７収支決算、H２８事業計画（案）及びH２８収支予算
（案）が原案どおり承認可決されました。
　総会終了後、出席の協会員の皆様と懇親会を開催しました。

　　 　　★★★★★　当協会を支援していただいている企業（賛助会員）　★★★★★

奥山ボーリング（株） 　国際航業（株）　 国土防災技術（株） 　 技研興業（株）　　東邦技術（株）

（株）自然科学調査事務所  　柴田工事調査（株）　（株）創研コンサルタンツ　　創和技術（株）

明治コンサルタンツ（株）   共和コンクリート工業（株）　（株）渡部機工　（株）ナカノアイシステム



　　２．事　業
　  　○　土砂災害防止月間における避難訓練時の支援

（H28年6月5日～6月26日：8地域振興局）　　　 参加協会員　　16名

　　 ○土砂災害危険箇所合同点検（Ｈ28年6月29・30日：北秋田地域  　　　　　　　　　　　

　　 H28年6月28日、7月4日：仙北地域）参加協会員　　　　10名

　　 ○防災知識啓蒙活動　（Ｈ28年10月23日：秋田市下北手　遊学舎）　　　参加協会員　　10名

　　 ○雪崩危険個所合同点検（Ｈ29年2月1日：平鹿地域、　Ｈ29年2月6、7日：北秋田地域）
　 参加協会員　6名　
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　　　○委託事業（急傾斜地崩壊防止施設点検業務委託　)
　  　　　・２地域振興局の急傾斜地崩壊防止施設点検業務委託の実施。

箇 所 数 協 会 員 期　　　間

４２箇所 １８名 ９/９～１１/１６

３４箇所 １２名 １０/１２～１２/６

　７６箇所 延べ ３０名

　　　○土砂災害関連技術講習会　（Ｈ28年11月24日：秋田市山王　ふきみ会館）
県職員　　1名　　　協会員　　30名　　　協賛会員その他　　13名　　　計44名

講習会概要

演題　１　秋田市赤沼地区土砂災害避難訓練の実施について

　　講師　　秋田市消防本部　　　　　　　　分団長　　　　　　　 保　泉　　隆　氏　

演題　２　砂防関係施設の長寿命化計画策定に関する概要について

　　講師　　秋田県建設部河川砂防課　　砂防・防災班長　　阿　部　　透　氏

           　　　特定非営利活動法人　秋田県砂防ボランティア協会
　〒010-0941　秋田市川尻町字大川反170番地177  建設・工業技術センター内
      　　TEL・FAX018-823-5055 　E-mail  akitasabovo@crux.ocn.ne.jp
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地 域 振 興 局 名

鹿 角 地 域 振 興 局

雄 勝 地 域 振 興 局

計

調　査　位　置

鹿角市十和田湯の岱他

湯沢市中ノ沢他


